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研究成果の概要（和文）：歯周病は慢性炎症を基盤とし，多様な生活習慣病の発症や進展と関連する可能性があ
る。本研究では，歯周病，生活習慣病発症および疾患集積性の関連を分析し，健康維持における歯周病治療の有
益性について検討した。
健診コホートのデータを分析した結果，歯周病の有無と疾患の数との間に有意な関連を認めなかった。残存歯数
と高血圧，心血管疾患，骨運動器疾患との間に関連を認めたが，この関連は加齢を介していた。一方，2型糖尿
病通院患者を対象に，歯周病治療を3か月間行った結果，HbA1c値の有意な低下を認めなかった。以上から，口内
環境と生活習慣病との間に明確な直接的関連性は示されなかった。

研究成果の概要（英文）：Periodontitis, which is a chronic inflammatory disease, may be associated 
with development of various lifestyle-related disorders and multimorbidity. In the present study, we
 analyzed the association between periodontitis and lifestyle-related disease development and 
multimorbidity, and addressed the benefit of treatment of periodontitis.
In data from a health check cohort, the presence of periodontitis was not significantly associated 
with the number of diseases. The number of remaining teeth was associated with hypertension, 
cardiovascular disease, and bone-joint-muscle disease, which was mediated by aging. On the other 
hand, treatment of periodontitis for 3 months failed to decrease in HbA1c level in outpatients with 
type 2 diabetes. Taken together, significant direct relationship between oral environment and 
lifestyle-related disease was not demonstrated. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
歯周病が糖尿病・心血管病などの生活習慣病の発症や進展に関連する可能性があるが，今回の検討では，明確な
関連性を示すことができなかった。歯周炎の重症度には個人差が大きく，重症度を考慮したより詳細な検討が必
要である。また，重症例では治療に時間がかかるため，今回のプロトコールでは十分な効果が得られなかった。
健康長寿には口腔内環境の整備が重要であり，これを証明するためには，さらに研究が必要である。



様 式 Ｆ－１９－２ 
１．研究開始当初の背景 
（1）メタボリック症候群に代表される生活習慣病は，過食，運動不足などの悪い生活習慣から
引き起こされる内臓脂肪蓄積とそれに伴う慢性炎症や内分泌環境の変化に基づく多様な疾患群
であり，中高年者に発症し生命予後の悪化や生活の質の低下に直結する。 
 
（2）一方，発症要因には，生活習慣のみならず，遺伝素因やその他の環境要因の存在が想定さ
れる。口腔細菌や腸内細菌，歯周病などがその候補に挙げられる。実際，脳心血管病や NASH，
糖尿病などの発症における歯周病の密接な関与や全身疾患誘発性の特定の口腔細菌の存在が明
らかになってきた。 
 
２．研究の目的 
（1）歯周病は慢性炎症を基盤とする非アルコール性脂肪肝炎（NASH），糖尿病，高血圧，内
臓肥満，動脈硬化症や脳心血管病など多様な疾患と関連する可能性がある。また，これらの疾
患は特定の個人に集積する傾向が認められる。 
 
（2）そこで，本研究は，歯周病，口腔細菌と生活習慣病発症および疾患集積性との関連につい
て明らかにするとともに，健康維持における歯周病治療の有益性について検討する。 
 
３．研究の方法 
（1）観察研究では，歯周病および口腔細菌と生活習慣病，疾患集積性との関連について，各地
域での健診とサンプル収集により，3年間で 2,000 人超のデータ収集と統計学的解析を行う。 
 
（2）介入研究では，未治療の歯周病を有する外来患者に対して歯周病菌の除菌による歯周病治
療を行い，検査値（炎症・脂質・血糖値）や疾患活動性などの改善について明らかにする。 
 
４．研究成果 
（1）観察横断研究：島根県内各地域での健診において研究参加に同意の得られた男女 1720 人
を対象として，歯周病の有無，残存歯数，全身性疾患などの収集を行い，関連を分析した結果，
残存歯数が 20未満では 20以上に比較して，疾患の数が有意に増加し，高血圧，心血管疾患，
骨運動器疾患の増加が明らかとなった。しかしながら，共変量として年齢調整後はこの関連が
消失したことから，加齢による影響が強いと考えられた。一方，歯周病の有無と疾患罹患数と
の間には有意な関連が認められなかった。 
 
(2)歯周病への介入研究：島根県公立邑智病院に通院する 2型糖尿病患者を対象に，歯科受診に
て歯周病治療を行い，およそ 3か月後の炎症状態，血糖値などを分析した。全登録者数 24人中
完遂した 19人において、HbA1c0.5%以上の低下に至った患者は 2人（11%）であった。これは、
主要評価項目である 25%に届かず、当初の仮説、すなわち歯周病治療による糖代謝改善効果は
棄却された。副次評価項目である HbA1c（平均値±標準偏差）は、開始時：7.66±0.92（％）、
終了時：7.71±1.12（％）で、対応ある 2群間比較による両側ｔ検定（ｐ値＝0.70）と有意な
変化を認めなかった。高感度 CRP、IL-6、TNFα、インスリン抵抗性指標 HOMA-R も変化なしで
あった。 
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